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会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成23年1月1日UP

『おかやま建民力』の結集で　　　
　地域社会発展をめざしましょう !!

　～新公益法人制度への対応等大きな課題に取り組みます～
　　～会員の皆様の積極的なご協力をお願いします～
　
社団法人岡山県建築士会
会長　藤井　義和
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　新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様には平素より本会の活動や事業にご支援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。
　さて、昨年は依然として厳しい経済状況が続いた一年でありましたが、国の発表によると昨年７～９月期の設備投資額が３年半ぶりにプラスに転じ、企業の投資意欲が持ち直していることを示したなど、日本経済の一部に回復に期待が持てる状況も現れています。

これらにより、本年こそ、長らく続く建設不況に終止符を打ち、住宅着工も増加に転じるなどで、建築関係者に明るい展望が開ける年となることを強く期待する次第です。
そのためには、昨年から展開している、県内の建築士がこぞって協力し合いその力を発揮する「おかやま建民力結集大作戦」により、郷土おかやまの活性化に貢献し地域社会の発展をめざすことが必要です。昨年は、「おかやま登録文化財調査隊」、「まちづくり人材派遣隊」や「おかやまを美しくし隊」などを結成し、それぞれ社会に対する建民力のＰＲを兼ねた活動を行って頂いたほか、国民文化祭の開催にあわせて県下で広く結成した「おかやま街並み宣伝隊」の活躍により、県内外の方々に郷土おかやまの優れた建築物や街並みを紹介する活動を展開いたしました。

【別添①参照】
　本年もこれらを継続するとともに、さらに「住宅アドバイス隊」や「中山間地域を再生し隊」などを新たに結成し、地域まちづくりに直接貢献する活動を積極的に展開して参りたいと考えていますので、皆様のご協力をお願い申し上げる次第です。

【別添②参照】
また昨年は、新公益法人法への対応としての新法人化の検討を中心とした、岡山士会の将来のあり方を考える検討特別委員会の皆様には大変なご苦労とご活躍をいただきました。その検討結果の詳細については先般会員の皆様全員にお知らせをしたところです。

【別添③参照】
　併せて１１月２５日開催の理事会で、それに対する私自身の考え方をお示ししましたが、今後さらにあらゆる機会を通じて会員皆様としっかり意見交換しながら、着実に岡山士会の改革を進めて参りたいと考えています。

【別添④参照】
本会としては、昨年に引き続き会員向けを中心とした各種の講習会や研修会を実施するほか、建築士の登録事務等を通じての建築行政への協力、民間団体等と連携した地域実践活動の推進やオープン化した継続能力開発（ＣＰＤ）制度及び専攻建築士制度の社会的活用の推進を図る等を重点施策として、また、各種「集い」を大切にしながら関係事業を積極的に実施して参りたいと考えています。

【別添⑤参照】
　さらに会員増強と公益法人改革への対応も重要な課題として取り組んで参る所存でございます。
　本年も、郷土おかやまを元気にする建築士の活動を積極的に推進してまいりたいと考えていますので、関係各位の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様のご健康とご多幸を祈念申し上げ、年頭のご挨拶とさせて頂きます。


別添
　①おかやま街並み宣伝隊の活躍状況
　②おかやま建民力結集大作戦の隊員追加募集
　③(社)岡山県建築士会の今後のあり方について（答申）
　④(社)岡山県建築士会の今後のあり方について（答申）を受けて（方針案）
　⑤大交流会「建民力秋大祭」の開催状況　



